
著
者
は
『
魯
迅
日
記
」
に
現
れ
た
日
本
人
医
師
の
経
歴
を
調
査
中
、
魯
迅
令
息
の
主
治
医
で
あ
っ
た
坪
井
芳
治
が
蘭
学
者
坪
井
信
道
の
曾
孫

（
一
）

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
家
系
を
検
討
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
芳
治
の
父
坪
井
次
郎
が
、
京
都
帝
国
大
学
の
初
代
医
科
大
学
長
、
ま
た
京
都

大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
の
創
設
者
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
世
し
た
た
め
そ
の
生
涯
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
気
付
い
た
。
著
者
は
、
坪
井
家
研
究
の
一
環
と
し
て
坪
井
次
郎
の
経
歴
と
業
績
を
調
査
し
た
の
で
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
と
こ
ろ
を
報
告

調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
次
郎
か
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
す
る
二
年
前
の
明
治
十
六
年
か
ら
死
去
翌
年
の
明
治
三
十
七
年
ま
で
、
当
時
発

行
さ
れ
て
い
た
関
連
あ
る
医
学
雑
誌
を
調
査
し
、
次
郎
の
業
績
を
収
集
す
る
と
共
に
、
人
事
消
息
欄
を
検
討
し
て
次
郎
の
動
静
を
知
り
、
こ
れ

（
一
一
）

を
関
連
史
料
と
比
較
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
年
譜
を
、
研
究
の
後
期
に
発
見
し
た
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
所
載
の
年
譜
と
比

較
し
た
。
ま
だ
次
郎
の
業
績
全
体
を
確
定
出
来
て
い
な
い
が
、
業
績
の
主
な
傾
向
は
把
握
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
記
述
す
る
。

／
《
一
、
○

ｌ
、
沢
↓

次
郎
は
、
文
久
二
年
七
月
五
日
、
蘭
学
者
芳
洲
坪
井
為
春
、
そ
の
妻
幾
の
次
男
と
し
て
江
戸
芝
浜
松
町
で
生
ま
れ
た
。

坪
井
芳
洲
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
お
け
る
優
れ
た
医
学
教
育
者
で
あ
る
。
芳
洲
は
旧
名
を
大
木
忠
益
と
い
い
、
出
羽
米
沢
藩
の
郷
医
大

（
三
）
１
（
一
二

一
、
坪
井
次
郎
の
家
系

衛
生
学
者
坪
井
次
郎
の
経
歴
と
業
績

和
罐
騨
礁
壁
一
薪
噴
繧
平
成
三
年
二
月
六
日
受
付

泉
彪
之
助
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次
郎
は
、
神
田
神
保
町
に
あ
っ
た
私
塾
訓
蒙
学
社
で
学
ん
だ
後
、
明
治
八
年
外
国
語
学
校
に
入
り
、
二
年
間
ド
イ
ツ
語
を
中
心
と
す
る
教
育

を
受
け
た
。
こ
の
外
国
語
学
校
は
い
わ
ゆ
る
旧
外
語
で
、
大
学
南
校
の
一
部
門
の
後
身
で
あ
る
独
逸
学
教
場
、
外
務
省
の
語
学
研
修
機
関
が
文

〈
一
四
）
（
一
五
）

部
省
に
移
管
さ
れ
た
独
魯
情
語
学
所
、
開
成
学
校
語
学
生
徒
の
三
つ
が
合
併
し
て
明
治
六
年
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
同
校
の
英

語
部
門
が
独
立
し
て
東
京
英
語
学
校
と
な
り
、
明
治
十
年
四
月
こ
れ
が
東
京
開
成
学
校
普
通
科
と
共
に
東
京
大
学
予
備
門
と
な
っ
た
。
も
と
も

木
三
智
の
子
で
あ
っ
た
。
郷
医
と
は
米
沢
藩
独
特
の
制
度
で
、
俸
禄
は
受
け
な
い
が
士
分
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
る
医
師
で
あ
る
。
大
木
家

は
、
小
松
と
い
う
宿
場
（
現
川
西
町
）
の
駅
医
を
勤
め
て
い
た
。

忠
益
は
、
藩
医
の
堀
内
素
堂
に
医
学
を
学
び
、
後
に
素
堂
の
紹
介
で
蘭
学
者
坪
井
信
道
に
入
門
し
た
。
こ
の
こ
ろ
父
三
智
は
隠
居
し
て
松
翁

を
名
乗
り
、
忠
益
が
家
督
を
継
い
で
い
た
が
、
坪
井
信
道
に
入
門
す
る
に
際
し
て
父
松
翁
も
共
に
上
京
し
、
や
が
て
忠
益
も
家
督
を
譲
っ
た
。

忠
益
は
坪
井
信
道
の
日
習
塾
の
塾
監
、
後
に
塾
頭
を
務
め
、
坪
井
信
道
の
死
後
は
、
坪
井
信
良
を
助
け
て
塾
生
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。
嘉
永
五

年
忠
益
は
芝
浜
松
町
で
開
業
、
坪
井
信
道
の
次
女
幾
と
結
婚
し
た
。

安
政
四
年
大
木
仲
益
（
忠
益
よ
り
改
名
）
は
薩
摩
藩
奥
医
師
に
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
共
に
坪
井
為
春
と
改
名
し
、
芳
洲
と
号
し
た
。
安
政

五
年
藩
主
島
津
斉
彬
の
臨
終
に
侍
し
た
芳
洲
は
、
翌
年
江
戸
へ
帰
り
、
蕃
耆
調
所
教
授
手
伝
を
経
て
、
文
久
元
年
西
洋
医
学
所
教
授
に
任
命
さ

れ
た
。
次
郎
が
出
生
し
た
の
は
、
芳
洲
が
西
洋
医
学
所
教
授
に
任
命
さ
れ
た
翌
年
で
あ
る
。

し
か
し
妻
幾
が
長
男
俊
太
郎
と
共
に
病
死
し
た
の
で
、
芳
洲
は
村
井
柳
子
（
や
な
）
を
後
妻
と
し
て
め
と
り
、
次
郎
は
こ
の
継
母
柳
子
に
育

て
ら
れ
た
。
芳
洲
と
柳
子
の
間
に
は
、
三
男
謹
三
郎
が
生
れ
た
。

芳
洲
は
、
維
新
後
は
新
政
府
に
採
用
さ
れ
、
鎮
将
府
、
医
学
所
、
大
学
東
校
、
文
部
省
編
集
寮
な
ど
を
経
て
、
埼
玉
県
立
医
学
校
長
と
な

り
、
同
校
廃
校
後
は
東
京
帝
国
大
学
御
用
掛
と
な
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
に
死
去
し
た
。

（
一
一
）
（
一
一
一
）
（
一
一
二
）

二
、
坪
井
次
郎
の
受
け
た
教
育

（4） 402



（
一
四
）

と
外
国
語
学
校
は
、
「
学
制
二
編
追
加
」
に
示
さ
れ
た
専
門
学
校
構
想
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
明
治
五
年
の
「
外
国
教
師
｝
一
テ
教
授
ス
ル

中
学
教
則
」
以
来
の
、
外
国
語
に
よ
る
大
学
予
備
教
育
と
い
う
性
格
も
残
し
て
い
た
。
外
国
語
学
校
の
ド
イ
ツ
語
教
習
生
は
、
毎
年
数
名
が
東

（
一
四
）

京
医
学
校
予
科
へ
進
学
し
、
ま
た
明
治
十
年
三
月
に
は
、
恐
ら
く
東
京
大
学
設
立
の
準
備
と
し
て
一
三
○
名
の
学
生
が
移
籍
し
た
。

医
学
教
育
に
お
け
る
予
科
は
西
洋
医
学
所
の
時
代
か
ら
存
在
し
、
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
、
東
京
医
学
校
で
は
予
科
三
年
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
明
治
十
年
三
月
、
さ
ら
に
二
年
の
予
備
課
程
が
置
か
れ
た
。
東
京
大
学
は
明
治
十
年
四
月
十
二
日
に
創
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
医
学
部
で
は

（
一
四
）
（
一
六
）

明
治
十
一
年
三
月
に
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
五
年
の
予
科
と
し
た
。
こ
の
予
科
は
、
全
国
に
中
学
校
が
普
及
し
て
い
な
い
た
め
大
学
の
予
備
教
育

課
程
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
語
で
教
育
が
行
わ
れ
、
入
学
資
格
は
．
四
才
以
上
二
○
才
以
下
、
小
学
課
程
を
卒
業
し

次
郎
は
明
治
十
年
三
月
東
京
大
学
予
科
に
入
り
、
予
科
三
年
と
本
科
五
年
の
課
程
を
終
え
て
明
治
十
八
年
十
月
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
『
東
京
大
学
医
学
部
一
覧
』
（
表
紙
に
明
治
十
年
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
正
式
な
年
度
は
明
治
十
・
十
一
年
と
す
零
へ
き
か
と
思
わ
れ

（
一
七
）

る
）
に
、
次
郎
の
名
が
予
科
二
等
（
予
科
の
上
か
ら
二
年
目
）
在
学
生
名
簿
に
あ
る
。
次
郎
が
入
学
し
た
の
は
東
京
大
学
創
立
直
前
で
、
予
科
も

三
年
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
坪
井
次
郎
は
東
京
大
学
医
学
部
の
最
初
の
学
生
の
一
人
と
し
て
予
科
一
年
に
入
学
し
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
十
八
年
の
東
京
大
学
医
学
部
の
卒
業
式
は
、
十
月
三
十
一
日
（
三
十
？
）
に
行
わ
れ
、
次
郎
は
後
の
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
同
僚
天
谷

（
一
八
）

千
松
（
生
理
学
）
ら
と
共
に
卒
業
証
書
を
受
け
た
。
同
年
の
他
学
部
卒
業
生
に
、
坪
井
九
馬
三
の
名
が
見
ら
れ
る
。
歴
史
学
者
坪
井
九
馬
三
は
、

坪
井
信
道
の
伯
父
の
子
孫
で
あ
る
。 （

一
半
〕
）

た
以
上
の
も
の
た
る
べ
し
」
と
さ
れ
た
。

（
二
）
（
一
九
）

卒
業
に
先
立
っ
て
次
郎
は
衛
生
学
教
室
に
入
り
、
明
治
十
八
年
五
月
大
学
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
准
教
授
の
称
号
を
受
け
た
。
こ
の
准
教
授

と
い
う
地
位
の
職
務
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
卒
業
以
前
に
こ
う
し
た
任
命
が
行
わ
れ
た
の
は
、
当
時
は
卒
業
試
験
合
格
認
定
と
卒
業
式
の
間
に

三
、
ド
イ
ツ
留
学
ま
で
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そ
の
後
、
大
学
助
手
（
衛
生
学
教
室
勤
務
）
を
経
て
明
治
二
十
年
十
一
月
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
次
郎
は
東
京
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
の

最
初
の
助
手
、
つ
ま
り
日
本
最
初
の
衛
生
学
の
助
手
で
あ
っ
た
。

我
国
に
お
け
る
衛
生
学
の
講
義
は
、
医
学
部
雇
教
師
で
生
理
学
を
担
当
し
て
い
た
チ
ー
ゲ
ル
日
目
、
庁
園
の
魁
）
が
、
明
治
十
三
年
ご
ろ
医

学
部
で
内
務
省
衛
生
局
員
お
よ
び
陸
軍
省
医
務
局
員
に
行
っ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
片
山
国
嘉
が
明
治
十
五
年
か
ら
別
課
医
学
生

（
一
一
一
）

に
講
義
し
、
生
理
学
の
教
授
で
あ
っ
た
大
沢
謙
二
が
明
治
十
七
年
ご
ろ
生
理
学
講
義
の
一
環
と
し
て
医
学
部
学
生
に
講
義
し
た
。
明
治
十
八
年

一
月
、
東
京
大
学
医
学
部
に
衛
生
学
教
室
が
開
設
さ
れ
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
元
に
留
学
し
た
緒
方
正
規
が
、
同

（
二
二
Ｉ
（
二
四
）

年
二
月
最
初
の
衛
生
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
最
初
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
衛
生
学
教
室
開
設
後
、
二
○
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
緒
方

は
、
教
室
開
設
の
こ
ろ
を
回
想
し
て
「
最
初
二
設
置
セ
ラ
レ
タ
ル
衛
生
学
教
室
〈
僅
カ
ニ
余
等
ノ
寄
宿
シ
タ
ル
旧
医
学
部
学
生
ノ
寄
宿
舎
ノ
三

（
一
一
一
）

室
ヲ
以
テ
コ
レ
ニ
充
テ
職
員
ト
シ
テ
ハ
余
ノ
外
一
名
ノ
小
使
ア
ル
ニ
止
マ
リ
助
手
モ
数
月
ノ
後
二
至
リ
テ
任
命
セ
ラ
レ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
助
手
が
坪
井
次
郎
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
五
月
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
総
会
の
際
、
衛
生
学
教
室
を
公
開
し
て
参
観
に
供
し
た
が
、
説

（
二
五
）

明
に
あ
た
っ
た
の
は
緒
方
教
授
、
坪
井
助
教
授
、
富
岡
（
美
矢
太
）
助
手
ら
で
あ
っ
た
。

ｌ
馴
尹
、
助
教
授
と
し
て
衛
生
学
教
室
に
在
籍
中
、
次
郎
は
別
課
医
学
生
の
衛
生
学
講
義
担
当
、
東
京
医
術
開
業
試
験
委
員
、
私
立
済
生
学
舎

生
理
学
講
師
、
海
軍
軍
医
学
校
教
授
、
国
家
医
学
講
習
科
講
師
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
な
ど
多
く
の
職
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

後
に
述
べ
る
よ
う
に
明
治
二
十
三
年
八
月
、
足
尾
銅
山
へ
衛
生
学
上
取
り
調
べ
の
た
め
出
張
し
た
。

（
一
一
｛
〈
）

こ
の
う
ち
、
海
軍
軍
医
学
校
は
慈
恵
医
学
校
が
同
校
を
兼
ね
て
お
り
、
基
礎
医
学
は
東
京
大
学
か
ら
講
師
を
迎
え
た
も
の
と
い
う
。
国
家
医

学
講
習
科
は
、
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、
帝
国
大
学
に
設
置
さ
れ
た
。

明
治
二
十
三
年
四
月
二
日
、
次
郎
が
第
一
回
日
本
医
学
会
で
一
‐
家
屋
衛
生
」
の
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
の
は
、
日
本
の
衛
生
学
者
が
公
開
の

（
二
七
）

講
演
を
行
っ
た
最
初
と
さ
れ
る
。
第
一
回
日
本
医
学
会
は
、
明
治
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
四
月
七
日
の
間
、
厚
生
館
（
京
橋
区
木
挽
町
）
、
帝

（
二
○
）

時
間
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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国
大
学
講
義
室
（
神
田
一
シ
橋
外
）
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
次
郎
の
講
演
は
、
医
学
会
二
日
目
の
第
一
会
場
で
行
わ
れ
た
発
表
で
、
次
郎

が
第
一
席
で
あ
り
、
座
長
（
幹
事
長
）
は
長
与
專
斎
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
で
次
郎
は
、
家
屋
衛
生
の
要
件
と
し
て
採
光
法
、
温
暖
法
、
換
気

法
、
汚
物
排
除
法
を
上
げ
、
日
本
家
屋
の
価
値
を
衛
生
学
的
に
検
討
し
、
そ
の
価
値
を
肯
定
し
な
が
ら
も
汚
物
排
除
な
ど
に
改
善
の
余
地
が
あ

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
十
四
日
、
坪
井
次
郎
は
横
浜
を
出
帆
す
る
フ
ラ
ン
ス
船
サ
ガ
レ
ン
号
に
乗
船
し
て
、
ド
イ
ツ
留
学
に
旅
立

（
三
○
）
（
三
○
）

っ
た
。
同
じ
船
に
、
帝
国
大
学
総
長
と
し
て
次
郎
の
上
司
で
あ
っ
た
渡
辺
洪
基
が
特
命
全
権
公
使
と
し
て
赴
任
す
る
た
め
乗
船
し
て
い
た
が
、

（
一
二
一
）

渡
辺
は
父
芳
洲
の
西
洋
医
学
所
時
代
の
学
生
で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到
着
し
た
次
郎
は
、
翌
日
か
ら
ル
ー
ト
ゥ
ィ
ッ
ヒ
・
マ

（
一
二
一
一
）

キ
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）
衛
生
学
教
室
に
お
け
る
留
学
を
開
始
し
た
。
教
室
の
主
宰
者
は
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
・
へ
シ
テ
ン
コ

ー
フ
ェ
ル
、
共
同
研
究
者
は
助
教
授
ル
ド
ル
フ
・
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
衛
生
学
教
室
は
、
一
八
六
五
年
に
。
ヘ
ッ
テ
ソ

「
－
－
フ
ェ
ル
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
開
設
さ
れ
た
衛
生
学
教
室
で
、
こ
の
年
寺
ハ
イ
エ
ル
ン
で
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、

（
一
二
一
二
）

エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
の
三
つ
の
大
学
で
衛
生
学
教
授
の
席
が
設
け
ら
れ
た
。
留
学
中
、
次
郎
は
生
理
学
者
フ
ォ
イ
ト
に
も
師
事
し
、
ま
た
原
虫
学

（
指
導
者
へ
ル
ト
ウ
イ
ッ
ヒ
）
、
化
学
（
指
導
者
ハ
イ
エ
ル
）
参
口
昌
ぐ
。
ご
厩
９
日
）
、
国
家
経
済
学
（
指
導
者
フ
レ
ン
タ
ー
ノ
）
（
恐
ら
く
冒
一
ｃ
犀
ｇ
苗
‐

（
三
四
）
（
三
二
）

目
。
）
を
も
学
ん
だ
。
明
治
二
十
五
年
三
月
末
文
部
省
調
の
海
外
留
学
生
表
に
は
、
上
田
万
年
と
並
ん
で
次
郎
の
名
が
見
ら
れ
る
。
当
時
ハ
ィ
ェ

ル
ン
王
国
は
、
ル
ー
ト
ウ
イ
ッ
ヒ
二
世
の
不
慮
の
死
後
、
一
八
八
六
年
に
王
位
を
継
承
し
た
オ
ッ
ト
ー
一
世
と
、
そ
の
摂
政
ル
イ
ト
ポ
ル
ト
公

（
二
八
×
二
九
）

る
と
し
て
い
る
。

ル
ン
王
国
は
、
ル
・

（
三
五
）

の
治
下
に
あ
っ
た
。

マ
ッ
ク
ス
・
フ
、

ま
た
こ
の
留
学
前
の
期
間
、
次
郎
は
多
く
の
論
文
、
論
説
を
執
筆
し
、
衛
生
学
本
来
の
研
究
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
紹
介
に
つ
と
め
た
。

四
、
ド
イ
ツ
留
学

フ
ォ
ン
。

●
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
、
一
八
一
八
年
十
二
月
十
八
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
北
、
ド
ナ
ウ
河
畔
の
ｚ
①
匡
言
侭
に
近

／戸、
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ル
ド
ル
フ
・
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
（
一
八
五
二
’
一
九
一
四
）
は
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
教
室
で
第
二
番
目
に
助
手
と
な
っ
た
人
で
、
最
初
は

（
三
六
）
（
四
一
）

私
講
師
で
あ
っ
た
。
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
は
、
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
研
究
室
の
細
菌
学
的
研
究
を
担
当
し
た
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
一
月
、
次
郎
は
政
府
か
ら
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
結
核
治
療
法
講
習
を
受
け
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
が
、
当

時
コ
ッ
ホ
は
エ
ジ
プ
ト
旅
行
中
で
あ
っ
た
。
同
年
二
月
再
度
出
張
の
指
令
を
受
け
、
三
月
三
十
日
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
て
コ
ッ
ホ
に
会
い
、
四
月

（
四
二
）

一
日
か
ら
一
カ
月
間
モ
ァ
ビ
ッ
ト
病
院
で
研
修
を
受
け
た
。
こ
の
モ
ァ
ビ
ッ
ト
病
院
は
、
恐
ら
く
鴎
外
森
林
太
郎
の
『
ド
イ
ツ
日
記
』
に
あ
る

（
四
三
）

「
モ
ァ
ビ
ッ
ト
な
る
市
病
院
」
と
同
じ
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
モ
ァ
ビ
ッ
ト
地
区
あ
る
い
は
モ
ァ
ビ
ッ
ト
街
に
あ
る
市
立
病
院
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。
エ
ソ
メ
リ
ッ
ヒ
も
『
ド
イ
ツ
日
記
』
に
現
れ
る
。

こ
の
講
習
は
、
有
名
な
コ
ッ
ホ
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
で
、
コ
ッ
ホ
は
結
核
菌
の
発
見
後
ま
も
な
く
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
創
製
し
た
が
、
一
八

九
○
年
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
万
国
医
学
会
で
シ
今
へ
ル
ク
リ
ン
が
結
核
に
対
し
て
治
療
効
果
を
持
つ
と
発
表
し
、
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し

（
四
一
×
四
四
）

た
．
次
郎
の
受
け
た
指
示
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
療
法
の
価
値
は
、
そ
の
後
否
定
さ
れ
た
。

次
郎
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
滞
在
中
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
に
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
有
名
な
コ
レ
ラ
菌
飲
用
実
験
が
行
わ
れ
た
。

（
四
五
）
（
四
六
）

・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
こ
の
実
験
に
つ
い
て
、
同
年
十
一
月
十
二
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
医
学
会
で
講
演
を
行
う
が
、
次
郎
は
こ
の
講
演
を
聴
講

（
四
七
）

し
た
三
人
の
日
本
人
（
帝
国
大
学
助
教
授
坪
井
次
郎
、
陸
軍
二
等
軍
医
大
西
秀
治
、
＄
フ
レ
ス
ラ
ゥ
医
科
大
学
助
手
松
本
鵬
）
の
一
人
で
あ
っ
た
。
松
本
鵬

は
松
本
良
順
の
子
息
で
あ
る
。
講
演
を
終
わ
っ
た
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
、
懇
切
に
三
人
の
日
本
人
聴
講
者
に
挨
拶
し
た
と
い
う
。

（
四
○
）

ん
だ
。

い
ぼ
。
富
①
号
の
目
と
い
う
小
村
に
生
ま
れ
、
自
然
科
学
、
薬
学
、
医
学
を
学
び
、
最
初
化
学
の
領
域
で
業
績
を
上
げ
た
。
一
八
四
七
年
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
医
化
学
教
授
に
就
任
、
そ
の
後
衛
生
学
に
関
心
を
持
ち
、
経
験
的
な
基
礎
の
上
に
あ
っ
た
衛
生
学
に
科
学
的
根
拠
を
与
え
る
こ
と

に
努
め
、
実
験
衛
生
学
の
祖
と
な
っ
た
。
若
い
時
俳
優
と
し
て
の
生
活
を
送
っ
た
り
詩
作
を
好
む
な
ど
、
人
間
的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
人
柄
で

（
三
六
）
ｌ

あ
っ
た
ら
し
く
、
緒
方
正
規
、
鴎
外
森
林
太
郎
、
小
池
正
直
、
中
浜
東
一
郎
ら
多
く
の
日
本
人
留
学
生
が
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
も
と
で
学
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（
四
八
）

会
員
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

次
郎
は
熱
心
な
研
究
の
か
た
わ
ら
、
政
府
、
帝
国
大
学
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
な
ど
の
代
表
と
し
て
、
第
七
回
万
国
衛
生
お
よ
び
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
九
一
年
八
月
）
、
第
十
一
回
万
国
医
学
会
（
ロ
ー
マ
、
一
八
九
四
年
三
月
Ｎ
第
八
回
万
国
衛
生
お
よ
び
デ
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
会
議
（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
一
八
九
四
年
九
月
）
に
出
席
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
た
。

（
四
八
）

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
次
郎
は
バ
ー
デ
ン
政
府
の
招
き
で
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
に
出
張
、
豚
丹
毒
予
防
接
種
の
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
同

年
、
シ
旦
艮
．
困
摘
蔚
目
の
の
．
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
学
位
取
得
五
○
年
記
念
号
に
、
次
郎
は
た
だ
一
人
の
日
本
人
執
筆
者
と
し
て
論
文
を
発
表

（
四
九
）

し
た
。
先
に
述
べ
た
第
八
回
万
国
衛
生
会
で
は
、
次
郎
は
政
府
委
員
と
し
て
出
席
し
、
徽
菌
学
部
の
名
誉
会
頭
に
推
さ
れ
、
閉
会
式
で
は
日
本

留
学
期
間
中
明
治
二
十
六
年
八
月
に
三
年
間
の
留
学
期
間
が
切
れ
、
さ
ら
に
一
年
の
延
期
は
承
認
さ
れ
た
が
、
休
職
の
身
分
と
な
っ
た
。
助

教
授
で
留
学
に
出
発
し
た
次
郎
が
、
帰
国
後
講
師
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
休
職
処
分
の
た
め
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
四
日
、
四
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
た
坪
井
次
郎
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
出
発
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ー
を
経
て
、
ジ

（
四
八
）

エ
ノ
バ
か
ら
ド
イ
ツ
船
ゲ
ー
ラ
号
に
乗
船
し
、
十
二
月
三
十
日
横
浜
に
到
着
し
た
。

（
五
○
）

次
郎
は
留
学
途
中
、
文
部
省
に
提
出
し
た
報
告
書
の
中
で
、
研
究
課
題
と
し
て
五
件
を
上
げ
て
い
る
。

一
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
府
二
三
家
屋
の
天
然
換
気
法
に
関
す
る
研
究
坪
井
次
郎
実
験

一
、
血
清
の
殺
菌
力
は
一
種
の
生
理
的
現
象
な
る
か
又
は
純
然
た
る
化
学
的
作
用
な
る
か
論
ず
坪
井
次
郎
、
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
実
験

一
、
血
清
の
殺
菌
力
の
増
進
及
回
復
論
担
当
者
同
上

一
、
亜
細
亜
虎
列
刺
は
虎
列
刺
「
バ
チ
ル
レ
ン
」
に
因
り
産
出
せ
ら
れ
た
る
亜
硝
酸
塩
中
毒
な
る
の
説
担
当
者
同
上

一
、
家
猪
の
丹
毒
不
感
性
に
関
す
る
試
験
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
研
究
、
坪
井
次
郎
補
助

（
四
八
）

ま
た
帰
朝
時
の
雑
誌
記
事
に
よ
れ
ば
、
留
学
中
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

○
血
液
の
予
防
及
治
療
物
質
の
本
性
に
就
て

（9）407



国
尉
の
口
冨
口
○
は
、
労
働
保
険
、
工
場
辻

容
を
学
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、
本
来
の
衛
生
学
よ
り
も
細
菌
学
の
比
重
が
大
き
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ

ル
の
教
室
で
細
菌
学
研
究
を
担
当
し
て
い
た
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
を
、
直
接
の
指
導
者
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

留
学
中
、
次
郎
が
講
義
を
聴
講
し
た
国
家
経
済
学
の
教
授
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
Ｆ
昌
○
犀
①
回
国
ロ
Ｏ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
経
済
学
者
伊
且
○

（
五
ご
’
（
五
三
）

印
①
自
国
目
○
は
、
新
歴
史
学
派
左
派
に
属
す
る
経
済
学
者
で
、
一
八
九
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
た
。
国

家
経
済
学
（
あ
る
い
は
国
民
経
済
）
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
が
歴
史
学
派
を
思
わ
せ
る
。
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
、
衛
生
学
と
国
家
経
済
学
が

（
一
二
一
〈
）

類
似
し
て
い
る
と
の
持
論
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
学
派
の
社
会
政
策
重
視
の
姿
勢
が
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
た
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
偏
旦
。

（
五
一
）

陣
の
口
冨
口
○
は
、
労
働
保
険
、
工
場
法
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
を
主
張
し
た
が
、
坪
井
次
郎
は
産
業
衛
生
の
関
連
領
域
と
し
て
こ
の
よ
う
な
内

で
あ
っ
た
。

○
純
粋
。
ヘ
プ
ト
ン
の
栄
養
価

○
食
物
と
身
体
の
水
分
及
血
球
素
の
関
係

○
虎
列
刺
の
亜
硝
酸
中
毒
説

○
血
液
の
殺
徽
作
用
は
生
活
機
能
に
帰
す
可
き
や
将
た
純
粋
化
学
的
作
用
な
り
や

○
血
液
殺
徽
力
の
還
元
法
及
増
進
法

○
無
窒
素
食
物
を
以
て
す
る
腸
管
内
窒
素
の
排
泄
に
就
て

○
丹
毒
血
清
を
以
て
す
る
脾
脱
疽
、
一

（
以
下
は
生
理
学
教
室
に
お
け
る
研
究
）

○
家
猪
丹
毒
病
予
防
及
治
療
法

癌
腫
、
肉
腫
、
梅
毒
等
の
治
療
法
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ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
坪
井
次
郎
は
、
医
科
大
学
講
師
を
嘱
託
さ
れ
た
後
、
明
治
二
十
八
年
四
月
に
助
教
授
に
復
帰
し
た
。
ま
た
明
治

（
二
）
（
五
四
）

二
十
八
年
十
一
月
、
医
学
博
士
の
学
位
を
受
け
た
。

次
郎
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
新
進
の
衛
生
学
者
と
し
て
の
社
会
活
動
で
あ
っ
た
。
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
委
員
、
水
産
博
覧
会
審
査
官
、
臨

時
陸
軍
検
疫
会
議
商
議
員
、
済
生
学
舎
非
常
勤
講
師
（
徽
菌
学
）
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
事
務
講
習
所
講
習
講
師
、
国
家
医
学
講
習
講
師
、
済
生

学
舎
顕
微
鏡
実
地
演
習
科
講
師
、
東
京
顕
微
鏡
院
講
習
講
師
な
ど
の
諸
任
務
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
臨
時
陸
軍
検
疫
会
議
は
日
清
戦
争
帰
国
将
兵
の
検
疫
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
は
、
戦
没
者
の
九
割
が

（
五
五
）

戦
病
死
者
と
い
う
特
異
な
状
況
で
、
伝
染
病
で
は
、
赤
痢
、
マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
の
多
数
の
患
者
を
生
じ
た
。
コ
レ
ラ
の
害
を
も
っ
と
も
強
く

（
五
五
）
（
五
六
）

受
け
た
の
は
混
湖
島
攻
略
部
隊
で
、
総
兵
力
五
、
五
○
○
人
中
死
者
一
、
一
○
○
名
（
ま
た
は
七
○
○
名
）
と
い
わ
れ
る
。
戦
争
末
期
、
遼
東
半

島
で
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
兵
士
の
中
に
も
患
者
が
増
え
た
た
め
、
陸
軍
省
は
帰
還
将
兵
に
対
し
て
検
疫
を
行
う
こ
と
と
し
、
明
治
二
十
八
年
四

（
五
六
）
（
五
七
）

月
二
十
六
日
、
「
臨
時
陸
軍
検
疫
部
検
疫
規
則
」
を
定
め
、
そ
の
第
二
章
で
こ
の
会
議
の
設
置
が
規
定
さ
れ
た
。
次
郎
は
、
こ
の
職
務
の
た
め

に
似
島
（
広
島
県
）
、
彦
島
（
山
口
県
）
、
桜
島
（
大
阪
府
）
の
各
臨
時
陸
軍
検
疫
所
へ
視
察
に
出
張
し
、
ま
た
従
軍
記
章
を
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
経
験
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
後
に
明
治
三
十
一
年
台
湾
で
。
へ
ス
ト
の
流
行
が
あ
っ
た
時
、
次
郎
は
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
二

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
、
明
治
初
期
に
起
こ
っ
た
伝
染
病
と
く
に
コ
レ
ラ
の
蔓
延
に
象
徴
さ
れ
る
不
良
な
衛
生
状
態
に
対
し
て
、
行
政
組
織

が
充
分
に
対
応
出
来
ず
、
一
方
民
衆
の
側
で
も
知
識
・
教
育
の
不
足
が
大
き
な
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
た
た
め
に
、
長
与
專
斎
ら
が
主
唱
し
て
作

（
五
九
）

っ
た
半
官
的
組
織
で
あ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
後
に
血
清
製
造
な
ど
の
事
業
も
行
う
が
、
地
方
衛
生
会
の
設
立
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
啓

蒙
、
教
育
活
動
に
努
め
た
。
次
郎
は
そ
の
一
翼
を
担
い
、
上
の
講
習
以
外
に
も
地
方
衛
生
会
へ
の
出
張
や
教
育
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
五
八
）

力
月
台
湾
に
滞
在
し
た
。

五
、
帰
国
後
、
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
建
築
設
計
委
員
と
な
る
ま
で
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ド
イ
ツ
留
学
に
先
立
っ
て
次
郎
は
、
明
治
二
十
三
年
足
尾
銅
山
の
衛
生
学
的
調
査
を
命
じ
ら
れ
、
二
週
間
出
張
し
た
。
足
尾
銅
山
で
は
早
く

か
ら
公
害
問
題
が
起
こ
り
、
住
民
の
不
満
が
つ
の
っ
て
い
た
。
こ
の
年
八
月
二
十
三
日
に
、
足
尾
で
は
渡
良
瀬
川
の
大
洪
水
が
起
こ
っ
て
い
る

が
、
次
郎
が
出
張
の
命
令
を
受
け
た
の
は
七
月
三
十
日
で
、
八
月
十
日
に
出
発
し
、
洪
水
が
起
こ
っ
た
翌
日
の
二
十
四
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
郎
は
文
章
を
残
し
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
こ
ろ
、
鉱
毒
の
存
在
に
つ
い
て
科
学
的
調
査
を
望
む
声
が
起
こ
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
八
月
、
栃
木
県
安
蘇
郡
植
野
村
有
志
は

洪
水
の
泥
土
分
析
を
栃
木
県
立
病
院
に
依
頼
、
同
二
十
四
年
五
月
栃
木
県
足
利
郡
吾
妻
村
、
毛
野
村
有
志
は
足
尾
銅
山
の
調
査
と
土
壌
分
析
を

農
科
大
学
に
依
頼
、
同
年
六
、
七
月
群
馬
県
、
栃
木
県
は
帝
国
大
学
農
科
大
学
と
農
商
務
省
へ
耕
地
被
害
の
原
因
調
査
と
除
外
法
研
究
を
依

（
一
ハ
ー
ー
）

頓
、
農
科
大
学
で
は
助
教
授
古
在
由
直
と
同
長
岡
宗
好
に
、
農
商
務
省
で
は
技
手
見
習
坂
野
初
太
郎
に
担
当
さ
せ
た
。

鉱
毒
の
被
害
が
な
お
続
い
た
こ
と
、
古
在
と
長
岡
の
報
告
が
鉱
毒
の
害
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
明
治
二
十
四
年
か
ら
鉱
毒
問
題
を

東
京
顕
微
鏡
院
は
、
緒
方
正
規
の
も
と
で
学
ん
だ
遠
山
椿
吉
に
よ
っ
て
明
治
二
十
四
年
東
京
市
に
設
立
さ
れ
、
臨
床
検
査
業
務
を
行
う
と
共

（
二
四
×
四
四
）

に
、
細
菌
学
講
習
会
を
開
催
し
た
。
遠
山
椿
吉
は
次
郎
の
死
去
後
、
遺
族
の
依
頼
で
次
郎
の
訳
書
『
衛
生
綱
領
』
を
改
訂
増
補
し
、
明
治
四
十

（
六
○
）

四
年
『
近
世
衛
生
学
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
当
時
遠
山
は
、
東
京
市
衛
生
試
験
所
長
で
あ
っ
た
。

一
方
、
次
郎
は
学
会
で
も
多
く
の
職
務
を
受
け
、
東
京
医
学
会
議
員
お
よ
び
常
議
員
、
国
家
医
学
会
幹
事
お
よ
び
評
議
員
、
大
日
本
私
立
衛

生
会
評
議
員
な
ど
に
選
ば
れ
た
。
明
治
三
十
年
二
月
九
日
の
医
科
大
学
教
授
榊
俶
の
葬
儀
で
は
、
次
郎
が
学
士
会
代
表
と
し
て
祭
文
を
朗
読
し

る
○

た
。

注
目
す
べ
き
は
、
坪
井
次
郎
が
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
委
員
（
第
一
次
委
員
会
）
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
記
す

（
｛
〈
一
）
（
一
ハ
ー
ー
）

六
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
と
坪
井
次
郎
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同
じ
よ
う
な
、
鉱
毒
の
人
体
に
対
す
る
影
響
を
否
定
す
る
見
解
は
、
川
俣
事
件
（
足
尾
鉱
毒
抗
議
行
動
が
刑
事
事
件
と
さ
れ
た
も
の
）
控
訴
審
で

（
一
ハ
ー
）

証
人
と
な
っ
た
宮
入
慶
之
助
、
三
宅
秀
、
入
沢
達
吉
が
述
べ
て
い
る
。
入
沢
は
坪
井
次
郎
と
共
に
足
尾
を
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
見
解
は
坪
井

次
郎
の
実
験
結
果
も
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

著
者
に
は
次
郎
の
実
験
成
績
を
充
分
に
批
判
す
る
知
識
が
な
い
が
、
鉱
毒
の
原
因
物
質
と
し
て
銅
の
み
に
注
目
し
、
動
物
実
験
も
純
粋
な
銅

溶
液
で
行
っ
た
の
は
、
上
の
証
言
に
つ
い
て
森
長
英
三
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
単
純
化
し
す
ぎ
た
実
験
モ
デ
ル
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
次
調
査
委
員
に
選
ば
れ
た
児
玉
豊
治
郎
は
、
調
査
の
は
る
か
後
に
な
っ
て
、
足
尾
で
自
分
が
呼
吸
器
粘
膜
を
お
か
さ

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
発
生
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
付
き
、
銅
の
影
響
を
中
心
と
し
た
自
分
の
調
査
が
不
十
分
で
は

糾
弾
す
る
田
中
正
造
の
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
は
対
応
を
迫
ら
れ
た
。

留
学
か
ら
帰
国
後
、
明
治
三
十
年
三
月
二
十
六
日
次
郎
は
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
委
員
（
い
わ
ゆ
る
第
一
次
委
員
会
）
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
二

月
田
中
正
造
は
帝
国
議
会
で
鉱
毒
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
書
を
提
出
し
、
三
月
十
八
日
、
政
府
は
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
を
行
っ
た
が
、
田
中
は

再
質
問
書
を
提
出
、
説
明
演
説
を
し
た
。
こ
の
演
説
の
日
、
最
初
の
八
人
の
委
員
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
任
命
さ
れ
た
の
は
、

三
月
二
十
四
日
、
委
員
長
神
鞭
知
常
、
古
市
公
威
、
後
藤
新
平
（
内
務
省
衛
生
局
長
）
、
目
賀
田
種
太
郎
、
早
川
鉄
治
、
坂
野
初
太
郎
、
細
井
岩

弥
、
和
田
国
次
郎
、
小
寺
房
次
郎
、
二
日
後
の
三
月
二
十
六
日
、
小
藤
文
次
郎
、
渡
辺
渡
、
坪
井
次
郎
、
織
田
一
、
長
岡
宗
好
、
肥
塚
龍
、

（
一
ハ
ー
）

入
沢
達
吉
（
医
科
大
学
助
教
授
）
の
十
五
名
で
、
医
師
は
後
藤
、
坪
井
、
入
沢
の
三
名
で
あ
っ
た
。

（
｛
ハ
ー
ニ
）

次
郎
は
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
二
編
の
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
鉱
毒
の
人
体
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
否
定
的
見
解
を
述
べ
た
。
こ

の
た
め
、
次
郎
が
始
め
か
ら
政
府
側
に
立
っ
た
見
解
の
持
主
で
あ
る
か
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。
鹿
野
政
直
ら
の
「
足
尾
鉱
毒
事
件
研
究
」
で

（
一
〈
一
一
）

は
、
次
郎
が
論
文
で
「
高
等
動
物
及
上
人
」
と
書
い
て
、
人
を
動
物
と
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
が
、
次
郎
の
論
文
は
、
足
尾

お
よ
び
東
京
で
の
住
民
検
診
成
績
と
動
物
実
験
の
結
果
と
か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
記
の
考
察
は
両
方
の
部
を
総
括
し
た
結
論
部
分
で
、
先
入
観

の
所
産
で
は
な
い
。
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（
一
ハ
ー
）

も
知
れ
な
い
。
現
斗

が
書
か
れ
て
い
る
。

坪
井
次
郎
は
、
明
治
三
十
一
年
四
月
、
猪
子
止
戈
之
助
（
京
都
府
立
医
学
校
長
）
、
三
宅
秀
（
元
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
）
、
久
留
正
直
（
文

（
六
五
）
Ｉ
（
六
九
）

部
技
師
）
と
共
に
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
建
築
設
計
委
員
を
命
じ
ら
れ
た
。

京
都
帝
国
大
学
は
、
日
清
戦
争
後
の
明
治
二
十
八
年
に
設
置
が
計
画
さ
れ
、
法
科
、
医
科
、
文
科
、
理
工
科
の
四
分
科
大
学
か
ら
な
る
案
が

作
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
の
予
算
案
は
明
治
二
十
八
年
十
二
月
の
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
三
月
予
算
案
通
過
、
明
治
三
十
年
六

（
六
五
）

月
二
十
二
日
に
設
置
の
勅
令
一
二
九
号
が
公
布
さ
れ
た
。

医
科
大
学
は
、
理
工
科
大
学
の
設
置
に
二
年
遅
れ
て
開
学
さ
れ
、
明
治
三
十
二
年
七
月
三
日
医
科
大
学
講
座
と
そ
の
数
決
定
、
七
月
六
日
坪

井
次
郎
が
京
都
帝
国
大
学
教
授
お
よ
び
医
科
大
学
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
医
学
科
の
開
講
は
九
月
で
あ
る
。
『
京
都
帝
国
大
学
史
』
に
よ
れ
ば
、

（
六
五
）

坪
井
次
郎
が
医
科
大
学
長
と
な
る
こ
と
が
、
予
算
案
通
過
ご
ろ
す
で
に
文
部
省
内
で
内
定
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
一
般

（
七
○
）

に
は
知
ら
れ
ず
、
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
は
、
医
科
大
学
長
候
補
者
と
し
て
猪
子
止
戈
之
助
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

衛
生
学
講
座
は
次
郎
が
教
授
と
し
て
開
設
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
手
の
辻
谷
幾
蔵
と
柿
沢
信
義
が
助
手
に
任
命
さ
れ
、
後
に
柿

明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
、
次
郎
ら
は
同
委
員
を
免
じ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
九
年
十
二
月
以
降
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
予
防
工
事
命
令
に

（
｛
ハ
ー
）

対
す
る
作
業
が
、
明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
二
日
に
竣
工
認
可
を
得
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
足
尾
鉱
毒
問
題
は
な
お
解
決
せ
ず
、
田
中
正
造
の
活
躍
が
あ
り
、
た
び
た
び
民
衆
の
抗
議
行
動
を
引
き
起
こ
す
一
方
、
政
府
は
明
治

三
十
五
年
三
月
諭
第
二
次
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
六
四
）

な
か
っ
た
か
と
反
省
し
て
い
る
。
当
時
は
複
合
汚
染
と
い
う
概
念
が
な
く
、
森
長
氏
が
い
う
よ
う
に
こ
れ
が
当
時
の
医
学
的
限
界
で
あ
っ
た
か

（
一
ハ
ー
）

も
知
れ
な
い
。
現
地
の
住
民
検
診
で
は
、
調
査
し
た
委
員
は
十
二
指
腸
虫
の
寄
生
の
多
さ
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
見
え
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と

七
、
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
と
し
て
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（
一
一
一
）

沢
が
助
教
授
と
な
っ
た
。
地
位
は
不
明
だ
が
、
論
文
に
は
次
郎
の
共
同
研
究
者
と
し
て
布
留
幾
作
の
名
が
あ
る
。

衛
生
学
教
室
の
当
時
の
業
績
は
充
分
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
確
認
出
来
た
論
文
は
六
編
、
内
原
著
論
文
と
す
べ
き
も
の
二
編
で
、
そ

の
内
容
は
衛
生
学
に
関
す
る
も
の
、
細
菌
学
に
関
す
る
も
の
各
一
編
で
あ
る
。
ま
た
坪
井
次
郎
は
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
に
関
す
る
も
の
を

除
い
て
十
二
回
講
演
を
行
っ
た
。
古
い
版
の
医
学
雑
誌
総
合
目
録
に
は
『
京
都
帝
国
大
学
衛
生
学
教
室
業
績
集
明
治
三
十
三
年
』
の
名
が
あ

（
七
一
）
（
七
二
）

る
が
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

明
治
三
十
三
年
一
月
の
『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
』
の
「
（
医
科
大
学
）
学
科
課
程
」
に
よ
れ
ば
、
学
生
に
対
す
る
衛
生
学
の
教
育
は
、
第
三
学

（
六
七
）

年
の
秋
期
、
毎
週
二
時
間
行
わ
れ
て
い
る
。

新
設
の
医
科
大
学
長
と
し
て
次
郎
は
多
忙
な
日
々
を
過
ご
す
と
共
に
、
京
都
医
学
会
会
頭
、
京
都
衛
生
検
査
所
顧
問
な
ど
多
く
の
社
会
的
責

（
七
三
）

務
を
果
し
た
。
塵
芥
焼
却
炉
の
視
察
、
牛
乳
消
毒
所
の
設
計
や
、
全
国
菓
子
品
評
会
の
審
査
長
ま
で
勤
め
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年
一
月
、
衛
生
学
教
室
を
会
場
と
し
て
次
郎
が
行
っ
た
．
へ
ス
ト
講
習
は
、
後
に
著
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
講
習

（
七
四
）
（
七
五
）

を
受
け
た
者
が
次
郎
に
記
念
品
を
贈
っ
て
謝
意
を
表
し
た
ほ
ど
、
好
評
を
博
し
た
。
こ
の
こ
ろ
大
阪
を
中
心
に
廩
門
か
ら
輸
入
さ
れ
た
。
へ
ス
ト

（
四
四
）

の
流
行
が
起
こ
り
、
医
師
を
含
む
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
講
習
は
、
京
都
府
衛
生
会
の
依
頼
で
そ
の
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

京
都
で
は
．
へ
ス
ト
は
流
行
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。

京
都
衛
生
検
査
所
は
京
都
医
事
会
の
設
立
に
よ
っ
て
明
治
三
十
四
年
五
月
開
所
し
、
同
じ
年
、
次
郎
が
徽
菌
学
、
衛
生
学
の
講
習
を
行
っ

た
。
同
所
は
、
こ
の
よ
う
な
講
習
を
行
う
一
方
、
喀
疾
、
ジ
フ
テ
リ
ー
偽
膜
、
血
液
な
ど
の
臨
床
検
査
を
担
当
し
た
。
同
所
の
徽
菌
検
査
主
任

（
七
六
）

は
麿
取
常
任
で
、
顧
問
が
次
郎
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
十
月
、
次
郎
は
大
学
院
生
宮
島
幹
之
助
の
病
原
虫
研
究
指
導
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
宮
島
は
父
芳
洲
の
縁
戚
で
、
米
沢
の
出
身

（
八
）

で
あ
っ
た
。

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
手
木
原
岩
太
郎
は
、
帰
国
後
耳
鼻
科
の
教
授
に
就
任
す
る
予
定
で
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
渡
欧
の
船
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馬
三
、
有
賀
長
雄
の
名
が
出
て
い
る
。

（
一
○
）

坪
井
次
郎
の
墓
は
現
在
、
京
都
市
高
台
寺
に
あ
る
。
『
京
都
市
医
師
会
五
十
年
史
」
に
引
用
式

（
八
五
）

井
次
郎
の
墓
所
は
相
国
寺
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
の
時
か
移
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
四
）

く
、
別
の
文
献
は
次
郎
の
墓
所
を
相
国
寺
大
光
明
寺
と
し
て
い
る
。

（
八
三
）

七
月
十
九
日
相
国
寺
心
華
院
で
盛
大
な
葬
儀
が
行
わ
れ
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
名
は
、
帰
真
院
杏
林
済
世
（
生
？
）
智
仁
居
士
で
あ
る
。

京
都
日
出
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
次
郎
の
死
亡
広
告
に
は
、
喪
主
と
し
て
坪
井
芳
治
、
親
戚
と
し
て
谷
敬
三
、
足
立
寛
、
坪
井
正
五
郎
、
坪
井
九

談
話
』
寺

あ
ろ
う
。

・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
妻
と
子
を
失
う
な
ど
の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
二
月
十
日
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
遂
げ
た
。

多
く
の
弟
子
が
い
る
日
本
で
は
方
々
で
追
悼
の
催
し
が
行
わ
れ
た
が
、
京
都
で
は
抵
園
神
幸
道
東
山
文
庫
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
次
郎
は
涙
を

（
七
八
×
七
九
）

浮
か
べ
な
が
ら
追
悼
の
演
説
を
行
っ
た
。
追
悼
会
に
は
次
郎
が
持
ち
帰
っ
た
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
揮
毫
が
掲
げ
ら
れ
、
遺
影
の
前
で
「
プ

ロ
ー
ジ
ッ
ト
、
ヘ
ル
、
ゲ
ハ
イ
ム
ラ
ー
ト
」
と
次
郎
が
ビ
ー
ル
の
杯
を
あ
げ
た
。
次
郎
の
．
ヘ
ッ
テ
ソ
コ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
の
講
演
は
、
「
京

（
一
二
一
二
）

都
医
事
衛
生
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
上
の
追
悼
会
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
次
郎
は
明
治
三
十
四
年
六
月
九
日
に
行
わ
れ
た
京
都
府
衛
生

（
八
○
）
（
八
一
）

会
第
三
回
総
会
で
も
．
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
要
約
が
同
会
発
行
の
「
公
衆
衛
生
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年
初
夏
、
次
郎
は
感
冒
に
か
か
り
、
持
病
の
関
節
リ
ゥ
マ
チ
か
ら
心
内
膜
炎
を
起
こ
し
た
。
七
月
七
日
大
学
病
院
に
入
院
し
て

笠
原
教
授
の
治
療
を
受
け
た
が
、
大
動
脈
弁
狭
窄
を
来
し
、
危
篤
と
な
り
、
七
月
十
一
日
退
院
し
て
自
宅
へ
帰
り
、
七
月
十
三
日
午
前
十
一

（
一
一
一
）

時
、
京
都
市
西
洞
院
通
り
丸
太
町
上
る
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
享
年
四
十
一
で
あ
っ
た
。
な
お
「
（
京
都
府
立
）
医
学
校
校
友
会
雑
誌
』
、
『
衛
生

（
八
二
）

談
話
』
誌
は
、
次
郎
の
死
因
を
「
感
冒
か
ら
急
性
肺
炎
を
併
発
し
て
死
去
し
た
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
面
も
あ
っ
た
の
で

中
で
発
病
し
ベ
ル
リ
ン
で
死
去
し
《

次
郎
は
上
京
し
て
出
席
し
て
い
る
。

（
七
七
）

ル
リ
ン
で
死
去
し
た
。
明
治
三
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
、
遺
骨
の
帰
還
を
待
っ
て
小
石
川
伝
通
院
で
行
わ
れ
た
追
悼
会
に
、

に
引
用
さ
れ
た
「
京
都
医
家
と
そ
の
墳
墓
」
で
は
、
坪

あ
ろ
う
。
心
華
院
と
い
う
塔
頭
は
現
在
相
国
寺
に
は
な
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（
八
六
）

次
郎
は
、
明
治
二
十
三
年
三
月
十
八
日
大
阪
市
の
有
賀
長
憐
の
五
女
、
国
子
（
戸
籍
名
く
に
）
と
結
婚
し
た
。
国
子
は
明
治
六
年
生
ま
れ
で
、

そ
の
長
兄
は
法
学
者
有
賀
長
雄
、
次
兄
は
後
の
三
井
合
名
理
事
有
賀
長
文
で
あ
る
。

次
郎
は
有
賀
長
文
と
親
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
長
文
の
経
歴
を
記
す
。
慶
応
元
年
大
阪
市
に
出
生
、
明
治
二
十
二
年

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
、
貴
族
院
書
記
官
、
農
商
務
省
参
事
官
、
同
省
局
長
等
を
歴
任
、
明
治
三
十
一
年
退
官
し
、
後
三

（
八
七
）

井
家
に
迎
え
ら
れ
て
同
族
会
理
事
と
な
っ
た
。
国
子
が
結
婚
し
た
こ
ろ
は
、
有
賀
長
文
が
貴
族
院
書
記
官
の
時
代
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
○
×
八
六
）

次
郎
と
国
子
の
間
に
は
、
政
子
、
芳
治
、
信
子
（
戸
籍
名
信
）
、
末
弟
（
天
折
、
著
者
に
は
氏
名
未
詳
）
の
四
人
の
子
女
が
あ
り
、
芳
治
は
大
正

十
三
年
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
て
慶
応
大
学
小
児
科
学
教
室
に
学
び
、
中
国
の
上
海
に
わ
た
っ
て
篠
崎
医
院
に
就
職
、
そ
こ
で
文
豪

（
一
×
一
○
）

魯
迅
の
令
息
の
主
治
医
を
勤
め
た
。
坪
井
芳
治
に
つ
い
て
は
、
芳
治
の
女
婿
斎
藤
祥
男
教
授
の
著
書
と
著
者
の
論
文
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
省

略
す
る
。

（
一
一
一
）

死
去
の
前
日
に
次
郎
は
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
贈
ら
れ
た
。
葬
儀
の
際
、
緒
方
正
規
は
東
京
帝
国
大
学
総
代
と
し
て
、
宮

（
八
三
）

島
幹
之
助
は
伝
染
病
研
究
所
総
代
と
し
て
列
席
し
、
弔
辞
を
捧
げ
た
。

同
年
七
月
二
十
四
日
荒
木
寅
三
郎
が
後
任
の
医
科
大
学
長
に
、
同
年
十
月
二
十
二
日
松
下
禎
二
が
後
任
の
衛
生
学
教
授
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命

（
六
五
）
（
六
八
）

さ
れ
た
。

（
一
○
）

政
子
は
養
子
を
取
っ
て
家
を
継
い
だ
が
、
現
在
そ
の
跡
は
絶
え
て
い
る
と
い
う
。

（
一
○
）

信
子
は
陶
芸
家
河
合
栄
之
助
に
嫁
い
だ
。

（
一
○
）

次
郎
の
妻
国
子
は
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
二
日
に
京
都
で
死
去
し
た
。

八
、
坪
井
次
郎
の
家
族
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著
論
文
で
あ
る
。
邦
訳
さ
れ
た
論
文
唾

文
論
文
と
の
異
同
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
だ
坪
井
次
郎
の
全
部
の
業
績
を
集
計
出
来
て
い
な
い
が
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
次
郎
の
業
績
は
、
著
書
・
訳
書
一
○

編
、
欧
文
論
文
三
編
、
邦
文
の
原
著
、
短
報
、
調
査
報
告
、
綜
説
（
以
下
論
文
と
記
載
）
約
六
○
編
（
内
、
欧
文
論
文
の
邦
訳
さ
れ
た
も
の
七
編
）
、

雑
報
、
紹
介
、
翻
訳
、
抄
訳
な
ど
の
諸
種
著
述
（
以
下
紹
介
論
文
と
記
載
）
約
六
○
編
、
学
会
発
表
、
講
演
、
公
開
講
義
約
七
○
回
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
初
期
の
著
述
で
は
原
著
論
文
と
紹
介
論
文
と
の
区
別
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

著
書
・
訳
書
は
、
衛
生
学
に
関
す
る
も
の
四
編
、
細
菌
学
に
関
す
る
も
の
二
編
、
生
理
学
に
関
す
る
も
の
三
編
、
衛
生
学
に
関
す
る
訳
書
一

（
八
八
）

編
で
あ
る
（
表
１
）
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
次
郎
の
著
訳
書
九
編
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
『
普
通
衛
生
学
』
（
上
下
）
（
島
村
利
助
ほ
か
刊
）
（
刊

行
年
不
明
）
と
い
う
広
告
が
あ
り
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
普
通
衛
生
学
」
（
普
通
衛
生
雑
誌
社
、
明
治
二
十
四
年
八
月
、
頁
数
九
六
頁
）

（
八
九
）
（
九
○
）

と
は
別
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
父
芳
洲
の
著
述
を
次
郎
が
出
版
し
た
も
の
が
あ
る
。

欧
文
論
文
の
う
ち
、
一
編
は
先
に
述
べ
た
．
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
記
念
号
の
論
文
、
他
の
二
編
は
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
を
筆
頭
執
筆
者
と
す
る
共

著
論
文
で
あ
る
。
邦
訳
さ
れ
た
論
文
は
す
べ
て
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
・
坪
井
の
共
著
論
文
だ
が
、
調
査
中
に
原
論
文
を
記
録
し
な
か
っ
た
の
で
、
欧

学
会
発
表
の
う
ち
、
国
際
学
会
は
二
回
（
ロ
ン
ド
ン
、
プ
ダ
・
へ
ス
ト
）
、
た
だ
し
ブ
ダ
・
ヘ
ス
ト
の
は
内
務
省
衛
生
試
験
所
長
田
原
良
純
の
論
文
の

代
読
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
の
主
張
す
る
「
「
一
レ
ラ
の
亜
硝
酸
中
毒
説
」
を
述
べ
た
。
他
に
、
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
を
筆
頭

者
と
す
る
ド
イ
ツ
内
科
学
会
で
の
発
表
一
回
が
あ
る
。

ま
た
次
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
前
の
学
会
発
表
・
講
演
を
見
る
と
、
二
○
回
の
う
ち
、
内
容
未
詳
、
分
類
不
明
の
四
回
を
除
き
、
一
三
編
が
衛
生

邦
文
論
文
中
、
拾

す
る
論
文
で
あ
る
。

九
、
坪
井
次
郎
の
業
績

約
半
数
が
純
粋
に
衛
生
学
的
な
も
の
で
、
生
理
学
そ
の
他
に
つ
い
て
の
少
数
を
除
く
と
、
後
は
細
菌
学
、
血
清
学
な
ど
に
関
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知
れ
ず
、
ま
た
大
学
卒
業
後
ま
も

緒
方
正
規
は
弔
辞
の
中
で
、
次

一
、
地
中
炭
酸
ノ
説
付
糀
室
実
験

学
に
関
す
る
も
の
、
三
編
が
細
菌
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
表
２
）
。
比
較
の
た
め
、
京
都
帝
国
大
学
時
代
の
講
演
と
並
べ
て
掲
げ
た
（
表

3
…

0興
味
深
い
の
は
、
次
郎
の
初
期
の
著
述
の
中
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
医
学
の
現
況
を
紹
介
す
る
も
の
が
極
め
て
多
い
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
次
郎

の
業
績
の
一
つ
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
次
郎
に
限
ら
ず
、
当
時
の
新
進
医
学
者
が
一
般
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
ず
、
ま
た
大
学
卒
業
後
ま
も
な
く
父
を
失
っ
た
次
郎
の
経
済
的
事
情
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
一
九
）

緒
方
正
規
は
弔
辞
の
中
で
、
次
郎
の
業
績
を
次
の
よ
う
に
上
げ
て
い
る
。

一
、
東
京
大
学
寄
宿
舎
換
気
ノ
実
験

一
、
醸
母
之
説

一
、
食
物
調
査
ノ
成
績

一
、
生
鰹
節
中
「
プ
ト
マ
イ
ン
」
ノ

ー
、
東
京
帝
国
大
学
下
水
実
験
成
績

一
、
厨
用
魚
貝
調
査
成
績

一
、
墓
擴
中
ノ
土
分
析

一
、
阿
巽
殺
菌
カ
ノ
試
験

一
、
家
屋
衛
生

一
、
楢
ノ
実
ノ
説
一
、
破
傷
風
ノ
説

一
、
北
海
道
食
物
一
、
う
ば
ゆ
り
之
説

一
、
東
京
医
科
大
学
第
一
医
院
ノ
患
者
二
与
フ
ル
粥
汁
ノ
分
析

一
、
厨
用
魚
貝
調
査
成
績
一
、
餅
ノ
消
化
試
験

一
、
墓
擴
中
ノ
土
分
析
一
、
鉱
山
衛
生

東
京
大
学
寄
宿
舎
換
気
ノ
実
験

醸
母
之
説

食
物
調
査
ノ
成
績

生
鰹
節
中
「
プ
ト
マ
イ
ン
」
ノ
実
験

一
、
菓
子
之
説

一
、
麹
之
説

一
、
味
噌
ノ
含
窒
物
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一一一一

、、、、 一
、
血
清
ノ
殺
菌
性
ハ
ー
ノ
生
活
現
象

（
血
清
ノ
公
（
よ
う
）
微
生
体
殺
減
性
蛋

一
、
血
液
ノ
防
禦
性
並
二
治
療
性
物
質

一
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ニ
於
ケ
ル
ニ

ー
、
丹
毒
血
清
一
ヨ
ル
脾
脱
疽

上
、
モ
ス
ト
シ
ョ
ー
ル
、
坪

一
、
丹
毒
球
状
菌
毒
性
保
存
法

一
、
腸
ヨ
リ
ス
ル
窒
素
排
泄
二
就
テ

一
、
亜
細
亜
虎
列
刺
、
虎
列
刺
菌
一
一
原
因
ス
ル
亜
硝
酸
化
合
物
中
毒

一
、
血
清
ノ
ム
微
生
体
殺
滅
作
用
ノ
増
進
及
ビ
再
生
一
一
就
テ

一
、
血
清
ノ
殺
菌
性
ハ
ー
ノ
生
活
現
象
ナ
ル
ヵ
或
〈
純
粋
ナ
ル
化
学
的
現
象
ナ
ル
カ

（
血
清
ノ
公
（
よ
う
）
微
生
体
殺
減
性
蛋
白
質
ノ
性
状
二
就
テ
ノ
研
究
）
坪
井
、
エ
ン
メ
リ
ヒ
、

足
尾
銅
山
鉱
毒
二
就
テ

徽
菌
培
養
基
ノ
製
造
法
二
就
テ

丹
毒
菌
及
上
虎
列
刺
菌
ノ
貯
蔵
法
二
就
テ
坪
井
辻
谷

二
於
ケ
ル
ニ
三
建
築
物
ノ
天
然
換
気
ノ
調
査

ヨ
ル
脾
脱
疽
ノ
治
癒
並
一
一
癌
腫
其
他
ノ
悪
性
新
生
物
及
上
又
狼
瘡
結
核
馬
病
梅
毒
ノ
原
因
的
療
法
一
一
就
テ
ノ
立
案
エ

坪
井

ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ッ

，
ス
〆
河
川
〆
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表
１
坪
井
次
郎
著
書
、
訳
書

坪
井
次
郎
・
・
「
普
通
衛
生
学
』
普
通
衛
生
雑
誌
社
、
明
治
二
四
年
八
月

坪
井
次
郎
：
『
新
編
生
理
教
科
書
』
金
港
堂
、
明
治
三
○
年
九
月

ブ
ラ
ウ
ス
’
一
シ
シ
箸
、
坪
井
次
郎
訳
補
．
．
『
衛
生
綱
領
』
巻
一
’
四
（
合
本
二
冊
）

藤
郷
斌
（
一
、
二
巻
島
村
利
助
）
、
明
治
三
○
’
三
五
年

坪
井
次
郎
：
『
新
編
中
学
生
理
書
」
金
港
堂
、
明
治
三
一
年
一
二
月

坪
井
次
郎
．
．
『
学
校
衛
生
害
』
金
港
堂
、
明
治
三
二
年
六
月

坪
井
次
郎
：
『
徽
菌
学
新
書
』
（
上
）
、
南
江
堂
、
明
治
三
二
年
七
月

坪
井
次
郎
・
・
『
・
ヘ
ス
ト
病
実
習
』
村
上
勘
兵
衛
書
店
、
京
都
、
明
治
三
三
年
六
月

坪
井
次
郎
・
・
『
中
学
生
理
教
科
書
』
金
港
堂
、
明
治
三
四
年
二
月

坪
井
次
郎
著
、
遠
山
椿
吉
補
・
・
『
近
世
衛
生
学
」
金
原
書
店
、
明
治
四
四
年
九
月

坪
井
次
郎
：
『
普
通
衛
生
学
』
（
上
、
下
）
、
島
村
利
助
ほ
か
、
刊
行
年
不
詳

坪
井
次
郎
・
・
一

一
○
編
、表

２
坪
井
次
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
前
の
学
会
発
表
、
講
演
、
公
開
講
義

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
一
月
二
○
日
「
蛸
の
プ
ト
マ
イ
ン
実
験
説
」
集
談
会

明
治
一
三
年
（
一
八
八
八
）
五
月
一
四
日
「
食
物
試
験
報
告
一
斑
」
東
京
医
学
会
例
会

六
月
二
二
日
「
徽
菌
染
色
法
」
国
政
医
学
会
例
会

六
月
二
八
日
「
食
物
調
査
第
二
報
告
」
東
京
医
学
会
例
会

九
月
二
日
「
味
噌
の
説
」
東
京
医
学
会
総
会

九
月
二
七
日
「
脚
気
と
家
屋
の
関
係
」
東
京
医
学
会
例
会
談
話
会

九
月
二
八
日
「
牛
乳
試
験
法
」
国
政
医
学
会
例
会

明
治
三
一
年
（
一
八
八
九
）
二
月
一
四
日
「
大
学
構
内
下
水
実
験
成
績
」
東
京
医
学
会
例
会
談
話
会

三
月
三
日
（
未
詳
）
足
利
衛
生
会

三
月
一
四
日
「
楢
の
実
」
東
京
医
学
会
例
会

四
月
二
五
日
「
「
テ
タ
ヌ
ス
』
の
説
」
東
京
医
学
会
例
会

五
月
二
三
日
「
餅
の
消
化
試
験
」
東
京
医
学
会
例
会

六
月
一
五
日
（
未
詳
）
順
天
堂
医
事
研
究
会

六
月
二
七
日
（
粥
汁
の
分
析
）
東
京
医
学
会
例
会

二
月
一
六
日
（
未
詳
）
順
天
堂
医
事
研
究
会

二
月
三
○
日
「
日
本
菓
子
の
説
」
大
日
本
私
立
衛
生
会
例
会

一
二
月
二
○
日
「
塵
挨
吸
引
病
」
国
政
医
学
会

明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
三
月
一
日
「
腺
の
説
」
順
天
堂
医
事
研
究
会

四
月
二
日
「
家
屋
衛
生
」
第
一
回
日
本
医
学
会

四
月
一
○
日
「
菓
子
の
説
」
東
京
医
学
会
例
会

二

冊
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表
３
坪
井
次
郎
の
京
都
帝
国
大
学
時
代
の
講
演
、
公
開
講
義

明
治
三
一
年
（
一
八
九
九
）
二
月
二
四
日
（
・
へ
ス
ト
に
就
て
）
京
都
府
教
育
会
主
催
・
へ
ス
ト
に
関
す
る
談
話
会

「
徽
菌
学
講
義
」
会
場
不
明
（
『
公
衆
衛
生
』
一
号
よ
り
）

⑤
ｒ
ｅ

ｎ
ｒ
ｏ

明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）
四
月
二
四
日
「
飲
食
物
取
締
法
に
就
て
」
京
都
府
医
会
総
会

明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）
四
月
一
九
日
「
『
今
ハ
ク
テ
リ
オ
リ
ジ
ー
ネ
』
及
『
ヘ
モ
リ
ジ
ー
ネ
』
に
就
て
」
京
都
府
医
会
総
会

五
月
三
一
日
「
徽
菌
学
的
可
検
材
料
の
採
取
と
運
搬
の
方
法
一
般
」
京
都
衛
生
検
査
所
開
所
式

五
月
二
一
日
「
．
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
の
伝
記
と
逸
事
」
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
追
悼
祭

六
月
九
日
「
・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
の
伝
」
京
都
府
衛
生
会
総
会

の
ｒ
●

「
伝
染
病
予
防
の
方
針
」
京
都
府
衛
生
会
天
田
郡
支
部
総
会

明
治
三
五
年
（
一
九
○
二
）
四
月
二
六
日
「
都
会
民
衆
の
衛
生
」
京
都
府
衛
生
会
総
会

五
月
一
七
日
（
発
酵
酵
素
に
就
て
）
京
都
医
事
会

七
月
一
六
日
「
コ
レ
ラ
予
防
談
」
京
都
府
衛
生
会
主
催
コ
レ
ラ
予
防
に
関
す
る
談
話
会

一
○
月
二
二
日
「
徽
菌
図
譜
に
就
て
」
京
都
医
事
会

二
一
月
一
二
日
「
脾
脱
疽
菌
、
鶏
虎
列
拉
菌
、
豚
丹
毒
菌
に
就
て
」
京
都
医
事
会

明
治
一
三
ハ
年
（
一
九
○
三
）
二
月
二
日
（
・
へ
ス
ト
及
虎
列
拉
の
予
防
に
就
て
）
京
都
衛
生
組
合
幹
事
会
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中
の
人
と
な
っ
た
」

十
、
坪
井
次
郎
の
生
涯
を
ふ
り
か
え
っ
て

（
一
一
一
）

次
郎
死
去
後
の
追
悼
記
事
で
、
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
氏
は
随
分
不
運
の
方
で
二
十
三
年
ま
で
東
京
大
学
の
助
教
授
で
同
年
夏
洋
行
し
三
年
間
の
所
を
一
年
延
期
願
を
し
て
四
年
留
学
し
二
十
七

年
十
二
月
三
十
日
帰
朝
し
間
も
な
く
博
士
と
為
っ
た
が
、
場
所
が
無
い
と
云
う
の
で
三
十
三
年
京
府
（
マ
マ
）
医
科
大
学
長
に
す
る
ま
で
は
依

然
と
し
て
助
教
授
年
俸
六
百
円
か
七
百
円
の
地
位
で
あ
っ
た
、
や
っ
と
教
授
学
長
と
云
う
地
位
に
な
り
足
掛
け
四
年
目
の
今
日
は
は
や
白
玉
楼

し
か
し
一
方
で
同
誌
は
、
次
の
よ
う
な
内
国
勧
業
博
覧
会
関
係
者
の
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
名
利
を
求
め
ず
華
著
を
好
ま
ず
外
見
を
意
に
介

せ
ず
、
外
貌
風
采
甚
だ
揚
が
ら
な
い
が
頭
脳
明
蜥
で
誠
実
高
潔
な
、
次
郎
の
実
像
を
も
正
確
に
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
「
坪

井
氏
は
審
査
に
当
た
っ
て
其
着
眼
点
他
の
諸
氏
と
異
な
り
之
れ
を
品
評
す
る
や
極
め
て
明
確
に
し
て
而
か
も
極
め
て
迅
速
な
り
実
に
坪
井
氏
の

コ
ッ
プ
（
頭
即
ち
脳
力
（
マ
ど
の
意
）
は
特
別
に
し
て
遠
く
他
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
世
俗
的
な
批
評
は
さ
て
お
き
、
坪
井
次
郎
の
学
者
と
し
て
の
経
歴
を
、
四
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
学
卒
業
後
ド
イ
ツ

留
学
ま
で
、
ド
イ
ツ
留
学
中
、
帰
国
後
京
都
帝
国
大
学
建
築
設
計
委
員
と
な
る
ま
で
、
そ
の
後
死
去
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
《

こ
の
う
ち
、
前
の
二
つ
の
時
期
は
、
次
郎
が
衛
生
学
者
と
し
て
自
立
す
る
期
間
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
京
都
帝
国
大
学
の
創
設
に
携
わ
る
ま

で
は
、
次
郎
が
新
進
の
衛
生
学
者
と
し
て
、
社
会
活
動
に
専
念
し
た
時
期
で
あ
る
。
京
都
帝
国
大
学
建
築
設
計
委
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
次
郎

は
同
大
学
医
科
大
学
の
創
設
と
初
期
の
運
営
に
全
力
を
注
い
だ
。

（
九
一
）

研
究
者
と
し
て
の
次
郎
の
業
績
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
著
者
に
は
資
格
が
な
い
が
、
故
西
川
愼
八
教
授
は
「
塵
挨
吸
引
病
」
に
、
ま
た
島
薗

（
九
二
）

順
雄
教
授
は
次
郎
の
栄
養
学
上
の
実
験
に
注
目
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
業
績
は
、
先
駆
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
の
、
そ
れ
自
身
完
結
し

た
研
究
と
は
言
い
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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産
業
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
初
期
の
近
代
都
市
は
、
著
し
く
不
良
な
衛
生
環
境
を
生
じ
た
。
病
気
を
人
間
の
集
団
の
受
け
る
害
毒
と
し
て

考
え
る
時
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
せ
ず
に
は
理
解
出
来
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
が
伝
染
病
の
成
立
に
多
元
的
要
因

（
一
二
一
二
）

を
考
え
た
こ
と
は
正
し
く
、
コ
ッ
ホ
と
．
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
対
立
は
、
本
来
次
元
の
異
な
る
問
題
で
あ
っ
た
。
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の

誤
り
は
、
集
団
的
要
因
に
目
が
向
く
あ
ま
り
、
基
礎
に
あ
る
生
物
学
的
現
象
の
重
要
性
を
否
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
い
は
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ

前
者
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

一
人
の
研
究
者
と
し
て
見
る
時
、
坪
井
次
郎
は
、
自
分
の
学
的
体
系
を
確
立
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
次
郎

の
早
世
に
よ
る
も
の
で
、
次
郎
は
研
究
室
の
主
宰
者
と
し
て
業
績
を
上
げ
、
後
継
者
を
養
成
す
る
時
間
を
も
た
な
か
っ
た
。
も
し
次
郎
が
長
生

し
た
な
ら
ば
、
医
科
大
学
長
の
職
務
も
他
の
教
授
と
交
代
し
、
多
忙
な
管
理
職
か
ら
離
れ
て
研
究
生
活
に
専
念
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ま
で
の
次
郎
の
業
績
、
経
歴
、
人
間
性
か
ら
見
て
、
そ
の
時
に
は
恐
ら
く
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
次
郎
の
生
き
た
時
代
は
日
本
衛
生
学
の
創
始
期
で
、
よ
う
や
く
日
本
独
自
の
衛
生
学
が
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
し

か
も
ド
イ
ツ
医
学
の
影
響
に
よ
っ
て
衛
生
学
と
細
菌
学
と
の
境
界
が
不
明
確
な
ま
ま
、
創
始
期
の
日
本
衛
生
学
は
、
当
時
の
細
菌
学
の
め
ざ
ま

し
い
発
展
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。
こ
れ
は
、
京
都
帝
国
大
学
衛
生
学
教
室
の
次
郎
の
職
を
つ
い
だ
松
下
禎
二
が
、
細
菌
学
の
研
究
に
専
念

し
、
後
に
微
生
物
学
教
室
を
創
設
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
京
都
大
学
衛
生
学
教
室
で
は
、
戸
田
正
三
が
始
め
て
衛
生
学
本
来
の
研

究
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
隆
盛
を
見
た
が
、
坪
井
次
郎
は
そ
の
前
の
、
い
わ
ば
未
分
化
の
時
期
に
学
者
と
し
て
の
生
涯
を
送
っ

た
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
留
学
前
の
学
会
発
表
、
講
演
の
内
容
を
見
る
と
、
次
郎
は
本
来
の
衛
生
学
の
研
究
に
よ
り
大
き
な
関
心
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
は
細
菌
学
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
次
郎
の
生
き
た
時
代
と
、
置

か
れ
た
個
人
的
状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
業
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
に
も
関
連
し
て
い
る
。
。
ヘ

ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
対
立
し
た
面
と
実
験
衛
生
学
の
創
始
者
と
の
二
つ
の
面
を
持
っ
た
が
、
従
来
は
し
ば
し
ば
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（
一
ニ
ー
ハ
）

た
な
か
っ
た
」
こ
と
に
関
連
す
》

思
想
的
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
研
究
に
援
助
を
与
え
ら
れ
た
斎
藤
祥
男
教
授
、
山
形
大
学
教
養
部
・
松
野
良
寅
教
授
、
金
沢
大
学
衛
生
学
教
室
・
橋
本
和
夫
教
授
、
順

天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
・
酒
井
シ
ヅ
教
授
、
福
井
県
立
短
期
大
学
・
畑
野
健
一
名
誉
教
授
、
京
都
大
学
衛
生
学
教
室
、
東
京
大
学
衛
生
学
教

室
、
金
沢
大
学
図
書
館
医
学
分
館
、
大
阪
大
学
図
書
館
中
之
島
分
館
、
京
都
府
立
医
科
大
学
図
書
館
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
国
立
公
文
書

館
、
日
本
新
薬
株
式
会
社
、
京
都
大
学
図
書
館
医
学
分
館
、
福
井
県
立
図
書
館
に
深
謝
す
る
。

し
か
し
・
ヘ
ッ
テ
ン
『
－
－
フ
ェ
ル
は
、
コ
レ
ラ
の
生
物
学
的
原
因
に
つ
い
て
は
誤
り
を
お
か
し
た
が
、
伝
染
病
の
発
生
・
伝
搬
の
要
因
を
正
し

（
一
二
一
ハ
）

く
指
摘
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
チ
フ
ス
患
者
を
激
減
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
民
が
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
功
績
を
た
た
え

た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
細
菌
学
を
基
礎
と
し
て
も
、
そ
れ
と
別
の
次
元
で
病
気
を
と
ら
え
、
そ
の
対
策
に
科
学
的
根
拠
を
与
え
る

こ
と
に
衛
生
学
本
来
の
使
命
が
あ
っ
た
。
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
は
そ
れ
に
貢
献
し
、
実
験
衛
生
学
の
創
始
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

坪
井
次
郎
は
、
・
へ
シ
テ
ソ
コ
ー
フ
ェ
ル
の
研
究
室
に
留
学
し
た
時
、
す
で
に
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
が
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
細
菌
学
的

研
究
を
担
当
し
て
い
た
｝
一
ソ
メ
リ
ッ
ヒ
を
直
接
の
指
導
者
と
し
た
た
め
、
。
ヘ
ッ
テ
ソ
コ
ー
フ
ェ
ル
の
思
想
の
も
っ
と
も
革
新
的
な
面
で
の
業
績

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
留
学
か
ら
帰
国
後
は
研
究
に
専
念
す
る
時
間
を
も
た
ず
、
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
か
ら
受
け
継
い
だ

学
問
的
伝
統
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
学
者
と
し
て
の
坪
井
次
郎
は
未
完
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
が
、
日
本
衛
生
学
の
創
成
の
時
期
に
活
発
な
研
究
を
行
い
、
ま

た
新
進
の
衛
生
学
者
と
し
て
社
会
へ
貢
献
し
た
こ
と
は
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

－
フ
ェ
ル
の
同
僚
で
友
人
で
あ
っ
た
生
理
学
者
フ
ォ
イ
ト
の
言
う
よ
う
に
「
・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
ブ
ェ
ル
が
医
学
の
実
地
臨
床
に
関
心
も
適
性
も
持

（
一
ニ
ー
ハ
）
（
一
二
一
二
）

た
な
か
っ
た
」
こ
と
に
関
連
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
化
学
の
師
で
あ
っ
た
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
は
．
〈
ス
ツ
ー
ル
に
対
立
し
た
学
者
で
あ
り
、
そ
の

謝

辞
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坪
井
次
郎
略
年
譜
（
（
一
八
六
二
’
一
九
○
三
）

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
七
月
五
日
江
戸
芝
浜
松
町
に
出
生

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
訓
蒙
学
社
（
神
田
神
保
町
）
に
学
ぶ

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
二
月
一
○
日
外
国
語
学
校
入
学

明
治
一
○
年
（
一
八
七
七
）
三
月
東
京
大
学
医
学
部
予
科
入
学

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
四
月
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
（
認
定
）

五
月
一
六
日
大
学
御
用
係
（
准
助
教
授
）

一
○
月
三
○
日
医
学
士

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
一
二
日
大
学
助
手
（
衛
生
学
教
室
勤
務
）

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
二
月
四
日
助
教
授

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
一
四
日
海
軍
軍
医
学
校
教
授

明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
四
月
二
日
第
一
回
日
本
医
学
会
で
「
家
屋
衛
生
」
の
題
で
講
演

八
月
一
○
日
Ｉ
足
尾
銅
山
出
張

九
月
一
四
日
ド
イ
ツ
留
学
に
出
発

明
治
二
三
年
二
月
’
二
七
年
夏
学
期
ル
ー
ト
ウ
イ
ッ
ヒ
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ァ
ン
大
学
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）
医
学
部
衛
生
学
教
室
に
留
学

明
治
二
四
年
（
一
八
九
己
四
月
一
日
’
三
○
日
モ
ァ
ビ
ッ
ト
病
院
で
コ
ッ
ホ
指
導
の
下
に
結
核
治
療
法
研
修

八
月
一
○
日
Ｉ
第
七
回
万
国
衛
生
お
よ
び
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
）
出
席

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
一
○
月
七
日
・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
、
コ
レ
ラ
菌
飲
用
実
験

二
月
一
二
日
・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
講
演
を
聴
講

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
八
月
三
○
日
留
学
一
年
間
延
期
承
認

九
月
九
（
二
？
）
日
非
職
を
命
じ
ら
れ
る

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
二
九
日
’
第
二
回
万
国
医
学
会
（
ロ
ー
ど
出
席

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
元
年
五
月
、
第
九
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
）
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明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

明
治
三
○
年
（
一
九
八
七
）

明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）

明
治
三
六
年
（
一
九
○
三
）

九
月
一
日
Ｉ
第
八
回
万
国
衛
生
お
よ
び
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
会
議
（
ブ
タ
・
へ
ス
ト
）
出
席

一
二
月
三
○
日
帰
国

一
月
二
六
日
（
一
四
？
）
日
医
科
大
学
講
師
嘱
託

四
月
二
九
日
臨
時
陸
軍
検
疫
会
議
商
議
員

四
月
三
○
日
助
教
授
復
職

二
月
二
八
日
医
学
博
士

三
月
二
六
日
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
委
員

二
月
二
七
日
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
委
員
を
免
じ
ら
れ
る

二
月
一
六
日
Ｉ
台
湾
出
張

四
月
三
○
日
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
建
築
設
計
委
員

七
月
六
日
京
都
帝
国
大
学
教
授
。
衛
生
学
第
一
講
座
担
任

七
月
六
日
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
長

一
月
京
都
市
衛
生
顧
問

一
月
一
二
日
京
都
市
。
へ
ス
ト
予
防
会
議
調
査
委
員

一
月
二
二
日
１
．
へ
ス
ト
病
実
習
講
師

五
月
二
八
日
京
都
府
検
疫
委
員
部
顧
問

四
月
二
一
日
京
都
医
学
会
総
会
会
頭

五
月
一
二
日
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
追
悼
祭
出
席
、
追
悼
演
説

五
月
一
二
日
京
都
衛
生
検
査
所
徽
菌
学
的
検
査
顧
問

二
月
一
九
日
京
都
府
衛
生
顧
問

七
月
七
日
医
科
大
学
病
院
入
院

七
月
二
日
危
篤
と
な
り
退
院
。
帰
宅

七
月
一
三
日
午
前
三
時
、
京
都
市
西
洞
院
通
り
丸
太
町
上
る
の
自
宅
で
死
去
。
享
年
四
一

七
月
一
九
日
京
都
市
相
国
寺
心
華
院
で
葬
儀
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………シーーーー必曹－－2

（
一
一
二
）

「
坪
井
次
郎
追
悼
記
事
」
「
中
外
医
事
新
報
」
五
六
一
号
、
一
○
六
四
’
一
○
六
六
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
、
『
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
九

六
号
、
六
○
四
’
六
○
七
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
こ
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

安
藤
彦
太
郎
『
中
国
語
と
近
代
日
本
』
一
○
’
一
二
頁
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）

「
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）
（
三
五
六
頁
「
衛
生
学
教
室
」
）

『
東
京
大
学
医
学
部
一
覧
』
、
明
治
十
年
、
十
三
・
十
四
年
、
十
四
・
十
五
年
、
十
五
・
十
六
年
、
十
六
・
十
七
年
国
立
公
文
書
館
所
蔵

『
新
聞
集
成
（
明
治
編
年
史
）
第
八
巻
明
治
十
八
年
十
一
月
』
、
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る

緒
方
正
規
「
坪
井
次
郎
弔
辞
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
二
二
号
、
二
六
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
、
『
東
医
新
誌
』
一
三
一
九
、
一
三
三

○
’
一
三
三
二
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

・
・
記
事
」
と
し
た
の
は
、
著
者
に
よ
る
仮
題
。
年
譜
上
の
日
時
に
関
す
る
史
料
は
省
略
し
た
］

泉
彪
之
助
「
医
師
坪
井
芳
治
の
家
系
と
経
歴
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
五
巻
一
号
、
五
九
’
七
一
頁
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

「
坪
井
次
郎
年
譜
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
」
二
二
号
、
二
九
’
三
二
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
の
生
涯
』
、
杏
林
温
故
会
、
大
阪
市
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
詩
文
及
書
簡
集
』
、
岐
阜
県
医
師
会
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）

「
坪
井
芳
洲
履
歴
書
」
明
治
十
六
年
五
月
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る

「
坪
井
為
春
先
生
伝
」
『
東
医
新
誌
』
四
三
三
号
、
三
七
’
三
八
頁
、
四
三
四
号
、
二
九
’
三
○
頁
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
年
）

仲
田
一
信
『
埼
玉
県
医
学
校
と
日
習
堂
蘭
学
塾
』
、
浦
和
市
尾
間
木
史
跡
保
存
会
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

松
野
良
寅
『
東
北
の
長
崎
ｌ
米
沢
洋
学
の
系
譜
ｌ
』
、
松
野
良
寅
刊
、
米
沢
市
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）

青
木
一
郎
「
坪
井
為
春
」
、
日
蘭
学
会
編
「
洋
学
史
事
典
』
四
六
二
頁
、
雄
松
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

斎
藤
祥
男
『
蘭
医
家
坪
井
の
系
譜
と
芳
治
』
、
東
京
布
井
出
版
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）

泉
彪
之
助
「
坪
井
芳
洲
と
薩
摩
藩
」
平
成
三
年
第
九
二
回
日
本
医
史
学
会
発
表

「
坪
井
次
郎
葬
儀
お
よ
び
追
悼
記
事
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
一
二
一
号
、
二
五
’
二
九
頁
、
二
三
号
、
一
九
’
一
二
頁
、
二
四
号
、
一
七
頁
、

一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

献
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三
ｅ
岡
田
靖
雄
・
私
信

（
二
）
緒
方
正
規
「
東
京

（
明
治
四
十
五
年
）

頁
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
）

石
黒
忠
患
『
懐
旧
七
十
年
』
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）

「
海
外
留
学
生
表
、
明
治
二
十
五
年
三
月
末
調
」
文
部
省
大
臣
官
房
文
書
課
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
（
下
）
』
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

「
坪
井
次
郎
帰
朝
記
事
」
『
東
医
新
誌
』
八
七
五
号
、
六
○
頁
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
年
）

ジ
ャ
ン
・
デ
・
カ
ー
ル
、
三
保
元
訳
『
狂
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）

国
四
国
国
己
輔
ｇ
の
崎
』
旨
“
濯
ぐ
○
画
？
茸
の
具
。
庁
埼
．
ｍ
関
簡
の
］
ぐ
畠
侭
・
胃
曽
圃
侭
．
己
閉

緒
方
正
規
「
故
博
士
マ
ク
ス
、
フ
ヲ
ン
、
・
へ
シ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
逸
事
」
『
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
九
一

三
（
明
治
三
十
六
年
）

坪
井
次
郎
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
ノ
伝
記
ト
逸
事
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
八
八
号
、
二
五
’
二
八
頁

森
下
蕪
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
衛
生
学
教
室
」
『
あ
る
医
学
史
の
周
辺
』
三
○
三
’
三
二
二
頁
、
日
本
新
薬
、

同
社
の
好
意
に
よ
る

緒
方
正
規
「
緒
方
正
規
略
歴
」
『
衛
生
学
伝
染
病
雑
誌
』
一
五
巻
二
号
、
一
二
三
’
一
三
七
頁
、
一
九
一
九
（
大
正
八
年
）

『
東
京
大
学
百
年
史
部
局
史
二
』
五
五
頁
「
衛
生
学
教
室
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
年
）

「
座
談
会
：
衛
生
学
の
黎
明
を
語
る
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
九
五
六
号
、
二
九
’
五
一
頁
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
年
）

「
衛
生
学
教
室
参
観
記
事
」
『
東
医
新
誌
』
五
三
二
号
、
八
九
二
’
八
九
四
頁
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
年
）

佐
を
木
秀
一
「
日
本
衛
生
学
会
創
立
当
時
を
語
る
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
九
五
六
号
、
五
一
’
五
四
頁
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
年
）

藤
原
元
典
、
渡
辺
厳
『
総
合
衛
生
公
衆
衛
生
学
』
、
南
江
堂
、
東
京
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

坪
井
次
郎
「
家
屋
衛
生
」
『
日
本
医
学
会
誌
第
一
回
」
四
三
’
五
一
頁
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
）

「
大
日
本
医
学
会
記
事
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
四
一
号
、
三
九
七
’
三
九
八
頁
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
）

「
坪
井
次
郎
渡
航
記
事
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
五
二
号
、
四
九
’
五
○
頁
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
）
、
『
東
医
新
誌
」
六
五
一
号
、
一
三
五
○
、
ノ

頁
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
年
）
調

一
『
４
コ
丙
可
小
手
弘
雰
司
肘
電
。
４
｛
二
一
言
一
二
、
坐
可
‐
零
名
ｒ
宮
－
１
、
ニ
ー
ｕ
‐
恥
冒
一
、
Ｔ
巧
弔
Ｔ
Ｊ
『
Ｌ
《
Ｌ
つ
ち
〆

「
東
京
医
科
大
学
二
於
ケ
ル
衛
生
細
菌
学
科
」
『
東
京
医
学
会
創
立
二
五
周
年
祝
賀
論
文
集
第
一
集
一
二
三
’
一
二
二
頁
、
一
九
一
二

、
一
九
○
一
（
明
治
屋
十
四
年
）

京
都
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
拾

一
号
、
二
七
二
’
二
八
四
頁
、
一

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
、

九
○
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（
９
）
北
博
正
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
再
発
見
」
『
日
衛
誌
』
二
三
巻
一
号
、
二
七
’
三
○
頁
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
年
）

念
一
）
同
国
園
昌
の
。
旨
“
自
冒
篇
○
号
昌
○
目
計
。
吾
の
罠
の
甘
昌
・
廊
口
の
ａ
。
甘
の
、
言
．
国
留
巨
邑
の
厨
・
己
＄
橋
本
和
夫
教
授
の
好
意
に
よ
る

酋
一
）
坪
井
次
郎
「
結
核
病
治
療
法
に
関
す
る
報
告
（
文
部
大
臣
宛
）
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
九
九
号
、
六
三
○
’
六
四
六
頁
、
一
八
九
一
（
明
治

（
四
一
）
坪
井
次
郎

二
十
四
年
）

（
豐
）
森
鴎
外
「
ド
イ
ツ
日
記
」
『
鴎
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）

（
圏
）
藤
野
恒
三
郎
『
日
本
細
菌
学
史
』
、
近
代
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

（
里
）
冒
画
×
ぐ
○
］
】
砲
①
茸
日
時
旦
命
ぱ
ご
３
国
Ｑ
】
○
］
⑦
国
・
目
島
国
①
昌
烏
ｍ
－
ｏ
冒
狩
色
目
頤
号
吋
言
目
鴨
井
①
］
】
○
ケ
○
一
①
国
向
亘
号
冒
芦
⑦
旨
函
胃
号
巨
侭
．
旨
（
旨
。
｝
〕
・

冨
芦
の
巳
．
－
ご
○
ず
の
○
ず
境
．
い
④
（
』
①
）
恥
、
ｏ
『
Ｉ
酌
得
『
》
』
、
①
画

（
異
）
少
の
昌
昌
ｏ
彦
閂
く
国
①
旨
冒
色
目
○
ケ
の
口
．
巨
曇
旨
号
．
冒
且
・
夛
奇
富
。
ぽ
儲
．
＄
（
急
）
恥
紹
？
篭
、
》
届
縄

（
署
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
演
説
」
「
東
医
新
誌
』
、
七
七
四
号
、
ニ
ハ
ー
Ｉ
ニ
ハ
ニ
頁
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
年
）

（
受
）
「
坪
井
次
郎
帰
朝
記
事
」
「
国
家
医
学
雑
誌
』
九
三
号
、
四
五
’
四
七
頁
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
年
）
、
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
一
四
○

号
、
一
五
六
’
一
五
七
頁
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
年
）
、
『
中
外
医
事
新
報
』
三
五
五
号
、
五
七
’
五
八
頁
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
年
）

（
男
）
］
〕
８
月
号
○
一
ｍ
口
員
①
厨
巨
号
巨
昌
鴨
旨
号
①
叶
巳
①
目
鼻
胃
］
一
号
①
ぐ
①
旨
邑
禺
甘
邑
旨
①
一
己
顕
①
旨
⑦
ｇ
習
号
く
○
画
ご
毎
口
号
の
畠
．
少
尉
号
烏
．
函
望
唱
ｇ
①
ご
“

へへへへ へへ へ

五五五五 五五 五
プ壽五口璽三三二二一一
一…レー ーン ン

（
毛
）
鶴
見
裕
輔
『
後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
「
臨
時
陸
軍
検
疫
部
」
六
五
七
’
七
五
一
頁
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

（
宍
）
「
坪
井
次
郎
死
亡
記
事
」
一
束
医
新
誌
』
第
一
三
ニ
ハ
号
、
一
二
一
八
’
一
二
一
九
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
六
年
）
、
『
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
九
五

⑤
④
、
１
つ
割
α
琶
畏
⑫
①
函

「
坪
井
学
士
の
実
験
報
告
」
『
東
医
新
誌
』
八
一
九
号
、
二
八
一
四
頁
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
年
）

「
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
」
『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
増
補
版
』
一
二
七
五
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）

「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
」
『
経
済
学
辞
典
第
２
版
」
二
八
二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

住
谷
一
彦
「
歴
史
学
派
」
『
経
済
学
大
辞
典
Ⅲ
』
四
七
○
’
四
八
八
頁
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

「
坪
井
次
郎
」
『
大
日
本
博
士
録
』
第
二
巻
、
二
五
’
三
ハ
頁
、
発
展
社
、
東
京
市
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
年
）

大
江
志
乃
夫
『
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
』
ニ
ハ
九
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
」
「
日
清
戦
争
時
代
」
九
六
’
一
○
五
頁
、
「
陸
軍
検
疫
」
五
八
五
’
五
九
九
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
（
昭

山
本
俊
一
司

和
五
十
七
年
）
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（
老
）
「
木
原
岩
太
郎
記
事
」
『
中
外
医
事
新
報
』
四
九
六
号
、
一
五
八
九
頁
、
一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
年
）

（
七
四
）

（
七
五
）

（
七
一
〈
）

（
一
〈
四
）

（
一
〈
五
）

ヘ
ミ
」
、
ノ

〆
フ
｜
／
ゞ

（
一
〈
七
）

（
一
〈
八
）

（
一
〈
九
）

（
七
つ
）

（
七
一
）

（
七
二
）

（
七
三
）

全全会
二一二

号
、
五
四
九
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

（
亮
）
小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
校
注
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
」
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

（
さ
）
「
日
本
の
衛
生
学
の
黎
明
期
と
衛
生
学
書
」
『
第
五
五
回
日
本
衛
生
学
会
展
示
目
録
』
九
’
一
○
頁
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
橋
本
和
夫
教
授
の

号
、
四
○
頁
、
一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
年
）

「
京
都
府
衛
生
会
第
一
回
総
会
記
事
」
『
公
衆
衛
生
』
一
号
、
三
三
頁
、
一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
年
）

「
ペ
ス
ト
実
習
関
連
記
事
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
七
四
号
、
三
○
’
三
一
頁
、
一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
年
）

「
京
都
衛
生
検
査
所
」
『
公
衆
衛
生
』
二
号
、
一
七
ｉ
一
九
頁
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）
、
同
誌
二
三
号
、
一
二
’
一
三
頁
、
一
九
○
二

「
京
都
の
医
学
史
』
、
京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
室
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

「
猪
子
学
長
候
補
風
聞
記
事
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
五
三
号
、
一
四
頁
、
一
八
九
八
（
明
治
三

『
医
学
雑
誌
総
合
目
録
』
第
六
版
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
・
私
信
、
お
よ
び
『
医
学
雑
誌
総
合
目
録
」
第
七
版
、
一
九
九
○
（

「
牛
乳
消
毒
所
記
事
」
「
公
衆
衛
生
』
七
号
、
一
六
頁
、
明
治
三
十
四
？
年
、
「
塵
芥
焼
却
炉
記
事

森
長
英
三
郎
『
足
尾
鉱
毒
事
件
（
上
下
）
』
、
日
本
評
論
社
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

鹿
野
政
直
編
『
足
尾
鉱
毒
事
件
研
究
』
、
三
一
書
房
、
東
京
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
年
）

坪
井
次
郎
「
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
つ
い
て
」
「
東
医
会
誌
』
一
二
巻
二
三
号
、
一
○
○
五
’
一
○
一
二
頁
、
同
二
四
号
、
一
○
五
三
’
一
○
六
○
頁
、

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
年
）
、
「
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
四
二
、
一
四
三
合
巻
号
、
四
一
’
五
四
頁
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
年
）

「
緒
方
正
規
先
生
生
誕
百
年
記
念
座
談
会
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
五
○
七
、
一
○
○
五
’
一
○
二
八
頁
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
年
）

「
京
都
帝
国
大
学
史
』
、
京
都
帝
国
大
学
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
年
）

倉
沢
剛
『
学
校
令
の
研
究
』
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
』
、
京
都
帝
国
大
学
、
明
治
三
二
・
三
三
年
、
三
四
・
三
五
年
、
三
五
・
三
六
年

「
京
都
大
学
七
十
年
史
』
、
京
都
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
後
援
会
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）

（
明
治
三
十
五
年
）

好
意
に
よ
る

（
平
成
２
年
）

」
十
一
生
‐
）

蕊
、
、

「
全
国
菓
子
品
評
会
記
事
」

一
一

『
公
衆
衛
生
』
二
三
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（
八
四
）

（
八
三
）

（
八
一
〈
）

（
八
七
）

（
〈
〈
）

（
七
八
）

（
七
九
）

（
八
つ
）

（
〈
一
）

（
八
二
）

免免究穴
二二e琴

（
八
三
）

「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
の
追
悼
祭
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
八
七
号
、
二
七
’
二
八
頁
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）

丸
山
博
「
坪
井
次
郎
『
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
追
悼
演
説
」
」
『
森
鴎
外
と
衛
生
学
」
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

「
京
都
府
衛
生
会
第
三
回
総
会
記
事
」
『
公
衆
衛
生
』
一
二
号
、
一
○
頁
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）

坪
井
次
郎
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
の
伝
」
『
公
衆
衛
生
』
一
五
号
、
一
’
六
頁
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）

「
坪
井
次
郎
死
亡
記
事
」
『
（
京
都
府
立
）
医
学
校
校
友
会
雑
誌
』
三
二
号
、
六
三
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
、
『
衛
生
談
話
』
一
三
号
、
三

二
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

「
坪
井
次
郎
葬
儀
記
事
」
『
東
医
新
誌
』
三
三
七
号
、
一
二
五
九
’
一
二
六
○
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
、
『
中
外
医
事
新
報
』
五
六
一

号
、
一
○
七
○
’
一
○
七
一
頁
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）

「
坪
井
次
郎
死
亡
広
告
」
『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
七
月

『
京
都
市
医
師
会
五
十
年
史
』
、
京
都
市
医
師
会
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
年
）

「
坪
井
次
郎
戸
籍
謄
本
」
明
治
三
十
六
？
年
八
月
十
日
付
け
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る

『
三
井
事
業
史
」
本
篇
第
二
巻
お
よ
び
第
三
巻
上
、
三
井
文
庫
、
東
京
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
」
第
二
巻
、
第
三
巻
、
第
五
巻
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
’
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九

坪
井
為
春
『
羅
篤
氏
医
語
韻
府
』
版
権
書
類
、
坪
井
次
郎
版
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
年
）
、
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る

羅
篤
（
ロ
ー
ト
）
著
、
坪
井
為
春
訳
『
羅
篤
氏
医
語
韻
府
」
、
英
蘭
堂
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
年
）
九
月
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

西
川
愼
八
「
坪
井
次
郎
」
『
公
衆
衛
生
』
四
六
巻
二
号
、
一
四
二
’
一
四
三
頁
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

島
薗
順
雄
『
栄
養
学
史
』
一
五
一
頁
、
朝
倉
書
店
、
東
京
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
年
）
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
好
意
に
よ
る

（
福
井
県
立
短
期
大
学
）

年
一ノ
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CareerandWor妙of~Dr:Ji

VJyHy5hosUke
andworkofDr.

roTsuboi,aHygienist

IZUMI

Theauthorrecordedthecareer

themedicalschool,Kyotolmperial

JiroTsuboi,hygienistandthefirstdeanof

themedicalschool,KyotolmperialUniversity.

Hewasborninl862asasonofDr・TameharuTsuboi,afamousmedicaleducator.After

graduationfromTokyoUniversityMedicalSchool,heenteredtheDepartmentofHygienicsofhis

motherschool.Inl890,hewenttoGermany,andstudiedunderDr・MaxvonPettenkoferat

LudwigMaximilliansUniversityinMnnich・Healsolearnedtuberculintherapyfortuberclosis

fromDr・RobertKochinBerlin.

AfterhereturnedtoJapan,heworkedasahygienistforvarioussocialneeds,including

servingasacommitteememberformineralpollutionatAshiocoppermine.

In1899,hewasappointedDeanofthemedicalschool,KyotolmperialUniversity.Thoughhe

exertedhimselffortheschool,hediedattheageof41inl903.

Hisscientificcontributioncomprisesbothhygienicsandbacteriology・Becauseofhisearly

death,hisattainmentremainedlimited.
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